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どを明らかにした(physics or Fluids 2007)｡さらに､円柱に振動回転を人工的に加えた場
合の音波の発生メカニズムを､発生する音場の初期条件への依存性を指摘するとともに､
発生する音波が振動回転の与え方によってその振幅や伝搬方向が大きく変化し､振動回転
が騒音制御の有力な方法のひとつとなりうることを指摘した(physics of Fluids 2006a)0
畠山と井上はまた､ curleの空力音響理論による近似予測法の欠点を改善する方法を提案
した(physics of Fluids 2004)0
福西はキャビティ-内に制御板を導入することによりキャビティ-騒音を大きく低減
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